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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

｢

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
目
指

す
た
め
、
多
く
の
方
々
に
会
員
と

な
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
貴

重
な
会
費
は
、
向
日
市
社
協
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
次
の

よ
う
な
地
域
福
祉
事
業
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

(
地
区

社
協)

へ
の
支
援

★
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
防

災
・
福
祉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

★
敬
老
祝
品
の
贈
呈

★
障
害
者

(

児)

ふ
れ
あ
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

★
福
祉
団
体
へ
の
支
援

(

老
人
ク

ラ
ブ
、
障
害
者
団
体
、
子
ど
も

会)

★
子
育
て
支
援
事
業

(

子
育
て
支

援
講
座
な
ど)

★
福
祉
資
金
の
貸
付

向
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

(

向

日
市
社
協)

は
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る

｢

福
祉
の
ま
ち
づ
く

り｣

の
実
現
を
目
指

し
て
、
地
区
社
協
活

動
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
る
社
会
福
祉
法

に
基
づ
く
民
間
の
社

会
福
祉
法
人
で
す
。

�
Ｑ
社
協
っ
て
な
あ
に
？

������
平成16年7月10日発行

編集･発行
社会福祉法人向日市社会福祉協議会
京都府向日市寺戸町西野辺１番地の７
向日市福祉会館内
TEL.075-932-1960 FAX.075-933-4425

向日市社協の広報誌 ｢福祉パレット｣ は､ 市民の皆様方から寄せられた善意である赤い羽根共同募金の配分
金の一部を財源として､ 年に３回 (７月・11月・３月) 発行しています｡
向日市社協では､ 今後も市民の皆様方に関心と親しみを持って読んでいただけるよ
うに､ 紙面の充実に努めていきたいと思っておりますので､ ｢福祉パレット｣ に対す
るご意見やご感想､ ご要望等がございましたら､ お気軽にお寄せ下さい｡

お問い合わせ先 向日市社協 総務係 (TEL�932－1960 )

�������������������������
☆自治会､ 町内会を通じてのお願い

一般会員 会費 １口 500円

特別会員 会費 １口 3,000円

☆向日市内の企業・団体の事業所の皆様
にお願い

賛助会員 会費 １口 5,000円

☆福祉のまちづくりにご賛同いただく篤
志家の皆様にお願い

名誉会員 会費 １口 10,000円

※会費口数には制限はありません

ぜひ会員となって､ 地域福祉活
動にご支援､ ご協力下さいます
ようお願いいたします｡

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

福
祉
の
ま
ち
づ
く
りお問い合わせ先

総務係 電話�932－1960

�����������������������������������������
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平成16年度事業計画､ 予算概要

大
き
く
変
化
す
る
地
域
社
会
で
、
安
心
し
て
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
、
地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
福
祉
を
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
福
祉
の
推
進
役
で
あ
る
本
会
に
お
い

て
は
、
21
世
紀
の
参
加
型
福
祉
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
地
域

住
民
の
積
極
的
な
参
加
を
得
て
、
地
域
福
祉
の
新
た
な
枠
組
み

づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
努
め
、
ま
た
地
域
福
祉

活
動
計
画
見
直
し
の
年
次
を
迎
え
、
本
年
度
は
以
下
５
項
目
を

重
点
目
標
に
定
め
、
行
政
当
局
を
は
じ
め
、
地
区
社
協
、
医
療

機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
者
等
の
理
解
・
協
力
・
参

加
の
も
と
積
極
的
に
諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

重

点

目

標

�
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
拡
充

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
充
実

�
ほ
の
ぼ
の
広
場
推
進
事
業
の
実
施

�
子
育
て
支
援
事
業
の
展
開

�
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

新
規
・
拡
充
事
業

○

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
開
催
【
拡
充
】

○

ほ
の
ぼ
の
広
場
事
業
へ
の
支
援
【
新
規
】

○

子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
【
拡
充
】

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
バ
ル(

仮
称)

の
開
催

【

新
規】

○

災
害
仕
分
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
【
新
規
】

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
へ
の
支
援
【
充
実
】

○

基
幹
的
社
協
の
受
託
運
営
【
新
規
】

○

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施
【
拡
充
】

平
成
16
年
度
事
業
計
画
と

当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平成16年度予算 (単位�千円)
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平成15年度事業報告､ 決算報告

平
成
15
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
、
監
事
に
よ
る
監

査
を
経
て
、
平
成
16
年
５
月
24
日
の
理
事
会
で
認
定
を
得
て
、

５
月
26
日
の
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

事
業
実
施
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
自
主
財
源
と
な
り
ま
す
会

員
か
ら
の
会
費
、
善
意
の
ご
寄
付
な
ど
多
く
の
皆
様
方
を
は
じ

め
、
行
政
機
関
、
連
合
自
治
会
、
民
生
児
童
委
員
、
福
祉
関
係

団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
方
々
か
ら
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

重

点

目

標

�
福
祉
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る

�
担
い
手
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る

�
自
立
生
活
を
支
え
る
活
動
・
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

新
規
・
拡
充
事
業

○

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
安
全
の
確
保
と
環
境

整
備

○

高
齢
者
対
策
事
業
の
実
施
に
向
け
た
調
査
研
究

○

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
拡
充

○

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
の
基
盤
整
備

○

支
援
費
事
業
の
実
施

○

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

○

介
護
保
険
事
業
の
拡
充

平成15年度決算概要 (単位�円)
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ヘル
パー
と

ともに����
娘と居ると安心

さあ､ トイレへ行きましょうね！

登録ヘルパーさんを
募集しています���������������������������

おお問問いい合合わわせせ先先
向向日日市市社社協協
ホホーームムヘヘルルププセセンンタターー
((TTEELL�993322－－11996688))

トト
ミミ
ささ
んん
のの
人人
生生

ト
ミ
さ
ん
は
、
平
成
12
年
、
92
歳
の
時
か

ら
次
女
で
あ
る
矢
部
さ
ん
と
同
居
さ
れ
て
い

ま
す
。
伏
見
で
生
ま
れ
、
18
歳
で
結
婚
三
男

四
女
を
も
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
人
を
小
さ
い
時
に
亡
く
さ
れ
、

末
娘
さ
ん
は
、
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
障
害
を
持

っ
て
生
ま
れ
…
と
想
像
も
つ
か
な
い
苦
労
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

絵
羽
縫
い

(

和
服
の
柄
合
わ
せ)

他
色
々

な
内
職
を
夜
遅
く
ま
で
し
な
が
ら
子
供
達
を

育
て
、
末
娘
さ
ん
の
世
話
も
80
歳
に
な
る
ま

で
頑
張
っ
て
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
末
娘
さ
ん
は
、
施
設
入
所
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
お
世
話
は
、
次
女
さ
ん
が

受
け
継
が
れ
、
毎
月
面
接
に
行
か
れ
た
り
外

泊
さ
せ
て
あ
げ
た
り
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
ト
ミ
さ
ん
は
、
今
、
孫
９
人
、
ひ

孫
17
人
に
囲
ま
れ
幸
せ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

母母
娘娘
のの
介介
護護
生生
活活

ト
ミ
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
小
脳
出
血
の

た
め
入
院
後
し
ば
ら
く
は
、
オ
ム
ツ
を
使
用

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
献
身
的
な
介

護
の
お
か
げ
で
今
は
オ
ム
ツ
も
取
れ
、
歩
行

器
で
ト
イ
レ
へ
行
か
れ
ま
す
。
夜
は
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

娘
さ
ん
が
ベ
ッ
ド
の
横
に
寝
て
あ
げ
ら
れ
、

夜
中
２
〜
３
回
は
介
助
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

長
女
さ
ん
は
、
名
古
屋
在
住
な
の
で
す
が
、

毎
月
一
週
間
前
後
は
泊
り
込
み
で
通
わ
れ
、

次
女
さ
ん
の
介
護
を
手
助
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
女
さ
ん
は
、｢

姉
の
協
力
が
あ
る
の
で
、

介
護
が
続
け
ら
れ
て
い
る｣

と
言
わ
れ
て
い

ま
す
し
、
ト
ミ
さ
ん
は
、｢

私
は
何
も
し
て

い
な
い
の
に
、
こ
ん
な
に
世
話
に
な
っ
て
…｣

と
娘
さ
ん
達
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

ト
ミ
さ
ん
に
対
し
て
ヘ
ル
パ
ー
は
、

日
曜
日
を
除
く
毎
朝
１
時
間
、起
床･

ト
イ
レ
介
助
・
着
替
え
・
洗
面
・
朝

食
と
い
う
朝
の
介
護
を
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
す
る
こ
と
で
、

毎
朝
パ
ジ
ャ
マ
か
ら
洋
服
に
着
替
え

規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
る
し
、
家

族
と
は
違
う
話
し
か
け
を
し
て
も
ら

え
る
の
で
良
い
意
味
で
の
刺
激
や
緊

張
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
娘
さ

ん
は
言
っ
て
下
さ
い
ま
す
。

ト
ミ
さ
ん
も
、
ヘ
ル
パ
ー
に
対
し

て
嫌
な
顔
ひ
と
つ
さ
れ
た
こ
と
な
く
、

い
つ
も
穏
や
か
で
ニ
コ
ニ
コ
さ
れ
て

い
ま
す
。
娘
さ
ん
の
気
遣
い
い
っ
ぱ

い
の
介
護
で
、
本
当
に
居
心
地
が
良
い
の
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

娘娘
ささ
んん
とと
介介
護護

｢

介
護
さ
れ
る
本
人

(

母)

が
ど
う
思
っ

て
い
る
か
、
そ
の
気
持
ち
を
一
番
に
考
え
介

護
し
て
い
る
。
若
い
頃
か
ら
苦
労
し
た
母
だ

か
ら
、
年
を
重
ね
た
今
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る｣

と
言
わ
れ
る

娘
さ
ん
。
お
母
さ
ん
へ
の
思
い
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
寝
て
ば
か
り
い
て
も
疲
れ
る
し
、

座
っ
て
ば
か
り
い
て
も
肩
が
凝
る
の
で
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
し
て
あ
げ
る
。
一
人
で
は
テ
レ
ビ

を
見
て
も
つ
ま
ら
な
い
し
、
お
や
つ
も
一
人

で
は
美
味
し
く
な
い
の
で
一
緒
に
食
べ
て
あ

げ
る
。
食
事
は
家
族
と
同
じ
物
で
、
硬
い
物

大
き
い
物
だ
け
は
小
さ
く
切
っ
て
あ
げ
て
い

る
が
、
ま
ず
元
の
形
を
見
て
も
ら
っ
て
か
ら

目
の
前
で
切
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
よ
う
に
細

か
い
心
遣
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、｢

母
を
引
き
取
る
こ
と

を
積
極
的
に
勧
め
て
く
れ
、
協
力
し
て
く
れ

て
い
る
ご
主
人
と
子
供
達
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る｣

｢

介
護
す
る
者
、
さ
れ
る
者
が
お

互
い
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
接
す
る

こ
と
が
、
一
番
大
切
だ
と
思
う｣

と
話
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

娘の介護で幸せに�� ���������������������������������������
トトトトトト
ミミミミミミ
ささささささ
んんんんんん
とととととと
ヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルル
パパパパパパ
ーーーーーー
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あなたの世界を広げませんか?!
笑顔に出会えて､ 喜んでいただける｡
そんな経験は､ なかなかないですヨ｡
福祉って？ボランティア活動って？という学生さん (高校生

以上) 達に夏休みの３日間を通して､ 福祉体験をしてもらえれ
ばというプログラムを今年も企画しています｡ 進路が見えてく
るかもね！

〈期 間〉 7月28日～8月31日の内の3日間

〈参 加 費〉 無料 (食費・交通費は実費です｡)

〈協力期間〉 高齢者施設､障害者施設､市立保育所 等

お問い合わせ先 向日市社協 ボランティア活動センター (TEL�932－1961)

〈受付期間〉 7月5日�～16日�
9時～17時

※ 土・日は除きます｡
※ 高校生は､ 保護者の同意が必要です｡

レッツ
！ チャレ

ンジ!!

向
日
市
に
は
、
小
地
域

(

行
政

区)

を
単
位
と
し
て
、
８
か
所

(

物
集
女
・
寺
戸
・
森
本
・
鶏
冠

井
・
上
植
野
・
向
日
・
西
向
日
・

向
日
台)

の
地
区
社
会
福
祉
協
議

会

(

略
称�
地
区
社
協)

が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
社
協
は
、
地
域
住
民
の
主

体
に
よ
る
団
体
で
、
高
齢
者
の
配

食
活
動
や
世
代
間
交
流
行
事
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
、
地
域
福
祉

懇
談
会
等
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
日
々
展
開
し

て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
森
本
地
区
社
協
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
本
地
区
社
協
で
は
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
年

に
３
回
配
食
活
動
を
実
施
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
配
食
活
動
に
従
事

し
て
お
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
着
用
さ
れ
る
調
理
用
の

白
衣
と
調
理
キ
ャ
ッ
プ

(

帽
子)

を
新
し
く
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
の
配
食
数
は
約
120
食
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
食
中
毒

の
予
防
に
十
分
留
意
さ
れ
た
上
で
、

清
潔
な
白
衣
と
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用

さ
れ
、
調
理
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま

し
た
。

向
日
市
社
協
で
は
、
今
後
も
福

祉
パ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
地
区
社

協
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
地
区
社
協
活
動
に
関
心
の

あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
向
日
市
社

協
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

連
絡
先

向
日
市
社
協
地
域
福
祉
係

(

Ｔ
Ｅ
Ｌ�
９
３
２－

１
９
６
１)

お問
向日
ホーム
(TEL

森本地区社協編

����������
�����������������������������������������



福福福祉祉祉パパパレレレッッットトト�������お問い合わせ先 向日市デイサービスセンター (TEL�931－3294)

新規
事業 ������利用者募集しています｡

利用曜日は､ 月曜日から土曜日まで週１回から２回までご利用いただくことができます｡

｢デイサービスってどんなところ？｣ という方のために､ 今回は平成15年３月
からご利用いただいています椋本よしさんに１日密着取材をお願いして､ 向日市
デイサービスセンターの一日をご紹介します｡

椋本よしさんのプロフィール
昭和９年２月25日京都生まれ｡ 約20年程前に向日市に移
住｡ 繊維関係の仕事を20年程されていました｡ 現在はご主
人と２人暮らし｡ おしゃべりが大好きで明るい性格｡ カラ
オケも大変お上手です｡

��������������
お迎え朝の健康体操､

レクリエーション

��������������

��� ��� ��� ��� �
椋本よしさんの一日

�����������������������������������������



福福福祉祉祉パパパレレレッッットトト������ 福福祉祉�
生生生ききき

● 外出
● 流しそうめん
● 絵手紙
● ピアノコンサート
● おやつ作り
● 誕生日会
● カラオケ大会
● 卓球バレー大会
● 製作
● 特別食
などなど盛り沢山！！

今後の活動予定

≪取材のご協力ありがとうございました｡≫

椋本さんより一言
私は週２回デイサービスを利用しております｡ 朝は入浴させて

もらい､ お昼からは､ カラオケ､ ゲーム等で楽しく過ごしており
ます｡ 春にはお花見､ 秋には買物等､ 外出行事もあり､ 大変楽し
みなことも多いです｡ デイサービスを利用するようになって､ 色々
な楽しみが増えました｡ これからも皆様と仲良く､ 楽しくやって
いきたいと思います｡

�

��������������
昼食

午後の自由タイム

��������������
おやつタイム

������ �������������
洗濯干しのお手伝い

お送り

������������ ����
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福福福祉祉祉パパパレレレッッットトト�������

善意のご寄付
ありがとうございました｡
(平成16年１月23日～平成16年５月20日)

順不同

疾病や失業により､ 一時的にお金のやりくりに困ったり､ 緊急
に資金を必要とする方のために､ ｢くらしの資金｣ の相談を受け
付けます｡
◎貸 付 限 度 額 一世帯あたり､ 10万円以内
◎受 付 期 間 7月5日�～16日�・9時～17時

※土・日は除きます｡
◎お問い合わせ先 向日市社協 地域福祉係

(TEL�932－1961)
くらしの資金 (夏期)貸付のご案内

服部 弘泰 様 40,000円

乙訓地区労働者福祉協議会 様

700,000円

乙訓明るい社会づくり運動の会 様

11,000円

ボランティア募金箱 23,281円

神�屋 様

キッチンタロー 様

ナカムラヤ 様

なかの食品 様

中華料理ほあんほあん 様

はなこ 様

向陽ゴルフセンター 様

ライフシティー東向日 様

フォレノワール 様

くらしハウスやすだ 様

タックメイト万源 様

デイリーヤマザキ向日町郵便局前 様

カジトモ 様

野村龍酒店 様

洛園 様

生島商店 様

翠扇 様

オカダ酒店 様

牛若 様

痴
呆
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

お
手
伝
い
し
て
い
る
内
容
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
情
報
提
供
や
助
言
、
利
用
手
続
き
や
日
常
的
金
銭

管
理
等
で
す
。

事
業
の
内
容
や
利
用
方
法
、
利
用
料
金
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
向
日
市
社
協
地
域
福
祉
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

平
成
16
年
４
月
１
日
か

ら
、
向
日
市
社
協
が
乙
訓

ブ
ロ
ッ
ク

(

向
日
市
・
長

岡
京
市
・
大
山
崎
町)

に

お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
援
助
事
業

(

地
域
福
祉

権
利
擁
護
事
業)

の
基
幹
的
社
協
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
長
岡
京
市
社
協
と
大
山
崎
町
社
協
と
協
力

し
な
が
ら
、
事
業
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

向
日
市
社
協
地
域
福
祉
係

(

Ｔ
Ｅ
Ｌ�
９
３
２－

１
９
６
１)

最近､ 物忘れが
ひどくなってきて､
福祉サービスの
利用やお金の
管理が心配に
なってきたなぁ…｡

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業(

地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業)

の
ご
案
内

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

三菱電機株式会社様及び三菱電機ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基
金様より､ 障害者福祉を目的とした事業に充当するように､ 京
都府共同募金会を通じて､ 23万円の指定寄付金をいただきまし
た｡
同社では､ 従業員から寄せられた募金額に対して､ 会社がそ
の同額分を上乗せし､ 同ＳＯＣＩＯ－ＲＯＯＴＳ基金に蓄えら
れた後､ 年１回福祉団体へ寄付しておられます｡
向日市社協では､ ｢社会参加の促進｣ と ｢心のふれあい交流｣
を目的に開催している ｢障害者 (児) ふれあいレクリエーショ
ン｣ の事業費の一部として､ 指定寄付金を使わせていただきま
した｡ ご協力ありがとうございました｡

三菱電機
株式会社
指定寄付金の
お礼

�����������������������������������������




